
〔２〕水泳競技 
 

１ 期  日   2023 年９月 16 日（土）から９月 24日（日）まで（９日間） 

○ 競泳日程 

種  別 ９月 22 日（金） ９月 23 日（土） ９月 24 日（日） 

成 年 男 子 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

成 年 女 子 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

少 年 男 子 Ａ 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

少 年 女 子 Ａ 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

少 年 男 子 Ｂ 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

少 年 女 子 Ｂ 予選・決勝 予選・決勝 予選・決勝 

 ○ 飛込日程（○内は順序） 

種  別 ９月 18 日（月） ９月 19 日（火） ９月 20 日（水） 

成 年 男 子  ③ 飛板飛込決勝 ② 高飛込決勝 

成 年 女 子 ③ 高飛込決勝   ① 飛板飛込決勝 

少 年 男 子  ② 飛板飛込決勝 ② 高飛込決勝  

少 年 女 子  ① 高飛込決勝  ① 飛板飛込決勝  

 ○ 水球日程 

種  別 ９月 17 日（日） ９月 18 日（月） ９月 19 日（火） ９月 20 日（水） 

少 年 男 子 
トーナメント 

（８試合） 
 

準々決勝・準決勝

（６試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

女      子  
予選リーグ 

（12試合） 

準決勝 

（２試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

 ○ アーティスティックスイミング日程 

種  別 ９月 16 日（土）午前 ９月 16 日（土）午後 

少 年 女 子 テクニカルルーティン競技 フリールーティン競技 

○ オープンウォータースイミング日程 

種  別 ９月 18 日（月） 

男     子 ５㎞競技 

女     子 ５㎞競技 

 

２ 会  場  鹿児島市 （競泳・飛込・水球・アーティスティックスイミング） 

鴨池公園水泳プール 

        屋久島町 （オープンウォータースイミング） 

屋久島町一湊海水浴場特設オープンウォータースイミング会場 

◇荒天時の対応 

天候状況により、日程、スタート時間、コース、距離を変更も

しくは中止する場合がある。 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

○ 競 泳 



⑴ 各都道府県は、監督２名、選手 42 名（男子選手は 24 名以内、女子選手は 23 名以内）計 44

名以内で編成。種別、種目及び参加数は下表のとおりとする。 

ア 男 子（24 名以内） 

種 別 種     目 種目数 
１種目の

参加数 

種別など

の参加数 

成 

 

年 

自由形50ｍ・100ｍ・400ｍ、背泳ぎ100ｍ、 

平泳ぎ100ｍ、バタフライ100ｍ、 

個人メドレー200ｍ、フリーリレー４×50ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

９ 

27 

１名 

以内 

10名 

以内 

少 

 

年 

Ａ 

自由形50ｍ・100ｍ・400ｍ、背泳ぎ200ｍ、 

平泳ぎ200ｍ、バタフライ200ｍ、 

個人メドレー400ｍ、フリーリレー４×200ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

９ 
１名 

以内 

10名 

以内 

Ｂ 

自由形50ｍ・100ｍ・400ｍ、背泳ぎ100ｍ、 

平泳ぎ100ｍ、バタフライ100ｍ、 

個人メドレー200ｍ、フリーリレー４×100ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

９ 
１名 

以内 

10名 

以内 

イ 女 子（23 名以内） 

種 別 種     目 
共通 

種目 
種目数 

１種目の

参加数 

種別など

の参加数 

成 

 

年 

自由形50ｍ・100ｍ・400ｍ、 

背泳ぎ100ｍ、平泳ぎ100ｍ、 

バタフライ100ｍ、個人メドレー200ｍ、 

フリーリレー４×50ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

― ９ 

26 

１名 

以内 

10名 

以内 

少 

 

年 

Ａ 

自由形50ｍ・100ｍ、 

背泳ぎ200ｍ、平泳ぎ200ｍ、 

バタフライ200ｍ、個人メドレー400ｍ、 

フリーリレー４×100ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

自 

由 

形 

400 

ｍ 

９ 

(含む 

自由形

400ｍ) 

１名 

以内 

10名 

以内 

Ｂ 

自由形50ｍ・100ｍ、背泳ぎ100ｍ、 

平泳ぎ100ｍ、バタフライ100ｍ、 

個人メドレー200ｍ、 

フリーリレー４×100ｍ、 

メドレーリレー４×100ｍ 

９ 

(含む自

由形400

ｍ) 

１名 

以内 

10名 

以内 

⑵ 各都道府県の参加は、前記のほか、次の出場制限によるものとする。 

ア 同一人の出場は、２種目（リレーを除く）以内とする。 

イ 少年Ａには、中学３年生を除く少年Ｂの者も参加できる。その場合、少年女子の400ｍ自

由形に参加する場合を除き、全て少年Ａの扱いとなる。 

ウ 個人種目に出場しないリレー要員は、男女各５名・合計10名までとする。 

エ ９⑶イに定める予備エントリーの総数が参加人員の定員を超えた場合は、公益財団法人日

本水泳連盟が調整を行う。 

⑶ 成年選手は監督を兼任することができる。 



 ○ 飛  込 

⑴ 各都道府県は、監督１名、選手４名、計５名以内で編成。種別、種目及び参加数は下表のと

おりとする。 

種 別 種 目 内  容 種目数 
監

督 

選

手 

参加都

道府県 

計 

（人） 

成年男子 
飛板飛込 自由選択飛６演技（各群より） 

２ 

８ １ ４ 47 108 

高 飛 込 自由選択飛６演技（各群より） 

成年女子 
飛板飛込 自由選択飛５演技（各群より） 

２ 
高 飛 込 自由選択飛５演技（異群より） 

少年男子 
飛板飛込 自由選択飛５演技（各群より） 

２ 
高 飛 込 自由選択飛５演技（異群より） 

少年女子 
飛板飛込 自由選択飛４演技（異群より） 

２ 
高 飛 込 自由選択飛４演技（異群より） 

⑵ 各都道府県の参加は各種目１名とする。なお、１名は２種目（飛板飛込、高飛込）までエン

トリーすることができる。ただし、指定された予選会に出場し標準点を突破していること。 

⑶ ６⑹及び９⑶エに定める予備エントリーに基づき、公益財団法人日本水泳連盟が出場人数を

決定する。 

⑷ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 ○ 水 球 

種   別 監  督 選  手 参加都道府県 計（人） 

少 年 男 子 １ 11 16 
336 

女     子 １ 11 12 

○ アーティスティックスイミング 

種  別 種  目 監  督 選  手 参加都道府県 計（人） 

少年女子 デュエット １ ２ 20 60 

○ オープンウォータースイミング 

種   別 監  督 選  手 参加都道府県 計（人） 

男     子 
１ 

１ 47 
141 

女     子 １ 47 

⑴ 成年の選手は監督を兼任することができる。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

○ 競 泳 

公益財団法人日本水泳連盟競泳競技規則による。 

○ 飛 込 

公益財団法人日本水泳連盟飛込競技規則による。ただし、各競技種目とも決勝のみ行う。 

○ 水 球 

公益財団法人日本水泳連盟水球競技規則によるもののほか、次による。 

⑴ 少年男子は、トーナメント方式により競技進行する。 

※ 組み合わせについては、前回の国体水球競技第１位から第４位の都道府県をシードチーム

とする。 

 



⑵ 女子は、予選リーグ（３チーム４ブロック）、及び決勝トーナメント方式で競技を進行す

る。予選リーグは勝ち点制（勝ち３点・引き分け１点・負け０点）により順位を決定する。勝

ち点同点の場合は、「タイブレーク方式」にて順位を決定する。棄権は０対40で敗戦とする。 

※ 組み合わせについては、前回の国体水球競技第１位から第４位の都道府県をシードチーム

とする。 

⑶ 競技時間（少年男子、女子決勝トーナメント） 

試合 

時間 

第１ピリオド 休憩 第２ピリオド 休憩 第３ピリオド 休憩 第４ピリオド 

８分 ２分 ８分 ３分 ８分 ２分 ８分 

  競技時間（女子予選リーグ） 

試合 

時間 

第１ピリオド 休憩 第２ピリオド 休憩 第３ピリオド 休憩 第４ピリオド 

５分 ２分 ５分 ２分 ５分 ２分 ５分 

⑷ ボール 

ア 少年男子・・・公益財団法人日本水泳連盟一般男子公認球 

イ 女  子・・・公益財団法人日本水泳連盟一般女子公認球 

⑸ エントリーできるのは 11名までとする。第２のGKはNo.11 とする。No.11 は試合中にフィー

ルダー用とGK用の帽子を変更して試合参加することができる。GK No.１とNo.11 がプレイでき

ない状態となった場合には、第３のGKはNo.11 の帽子を使用する。その他交代に関する規定は

13人制ルールに準ずる。 

○ アーティスティックスイミング 

公益財団法人日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。 

○ オープンウォータースイミング 

公益財団法人日本水泳連盟オープンウォータースイミング競技規則による。ただし「第６条

レース」、17 項については一部適用しない場合がある。 

 

５ 予選方法 

○ 競 泳 

各都道府県は、都道府県大会を実施し、本大会代表を選考する。 

○ 飛 込 

各都道府県は、指定競技大会の成績により、本大会代表候補選手を選考する。 

○ 水 球 

⑴ 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場するチームを決定する。 

⑵ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 少年男子 女  子 ブロック名 少年男子 女  子 

北  海  道 

東     北 
２ １ 

近     畿 ２ ２ 

中     国 １ １ 

関     東 ３ ２ 四     国 １ １ 

北  信  越 １ ２ 九     州 ３ １ 

東     海 ２ １ 開  催  県 １ １ 

※ 女子は、各ブロック１、開催県１とし、前年度上位３チームが所属するブロックにそれぞ

れ出場権を加配する。 

 



○ アーティスティックスイミング 

⑴ 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表チームを決定する。 

⑵ ブロック大会はテクニカルルーティン、フリールーティンを実施し、下表のとおりの区分

により代表チームを決定する。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム 

北  海  道 １ 近     畿 ３ 

東     北 ２ 中     国 

四     国 
３ 

関     東 ４ 

北  信  越 ３ 九     州 ２ 

東     海 ２ 開  催  県 ０ 

○ オープンウォータースイミング 

各都道府県は、都道府県大会を実施し、本大会代表を選考する。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか次による。 

⑴ 選手は、公益財団法人日本水泳連盟登録者であること。 

なお、未登録の者が本競技会に参加するためには、国体予選出場のため当該都道府県選手とし

て一時登録が認められた者とする。ただし、いずれも該当しない者は審査の上、決定する。 

⑵ 少年の所属 

生徒（高等専門学校を含む）は学校所在地から参加し、第１学年を除き在学１年未満の者は

参加できない。また種別を問わず、同一学年での参加は１回とする。 

生徒以外の少年は、「居住地を示す現住所」の都道府県からそれぞれ参加する。 

⑶ 成年の所属 

学生は卒業小学校、中学校または卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県から

「ふるさと選手制度」を活用し参加する。 

ただし、JOC エリートアカデミーに在籍した者は、「居住地を示す現住所」が「卒業小学校

所在地」と同一の場合に限り、「居住地」を選択することができる。 

学生以外の成年は、「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「ふるさと」のいずれかが属す

る都道府県を選択することができる。 

⑷ 選手の年齢基準 

ア 競泳の成年男子、成年女子、飛込の成年に参加する選手は、2005 年４月１日以前に生ま

れた者。 

イ 競泳の少年Ａに参加する選手は、2005 年４月２日以降、2008 年４月１日までに生まれた

者。 

ウ 競泳の少年Ｂに参加する選手は、2007 年４月２日以降、2009 年４月１日までに生まれた

者。 

エ 飛込の少年及びアーティスティックスイミングに参加する選手は、2005 年４月２日以

降、2009 年４月１日までに生まれた者。 

オ 水球の少年男子に参加する選手は、2005 年４月２日以降、2008 年４月１日までに生まれ

た者。 

カ 水球の女子に参加する選手は、2009 年４月１日以前に生まれた者。 

キ オープンウォータースイミングに参加する選手は、2009 年４月１日以前に生まれた者。 



⑸ 競泳は、2023 年４月１日以降の都道府県水泳連盟（協会）が承認した、公式競技会または

公認競技会において、公益財団法人日本水泳連盟の定める標準記録を突破した者は、その種目

に限り申込みができる。また、標準記録を突破できない場合でも、男女各４名・計８名までは

無条件参加枠として、個人種目１種目に限り参加できる。 

ア 標準記録を突破した者が男女いずれか一方でも４名の枠を超えた場合は、男女とも無条件

参加枠を使用することはできない。 

イ 無条件参加枠で出場する選手は、標準記録突破者と同様にリレーに出場できる。 

ウ 開催県は前記３の人数枠内でフルエントリーすることができる。 

⑹ 飛込は、各都道府県水泳連盟（協会）が次の 2023 年度競技会において、公益財団法人日本

水泳連盟の定める標準点を突破した者は、各都道府県水泳連盟（協会）において代表候補選手

として選考し、公益財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをすることができる。また、予備

エントリーをした都道府県には１名の出場枠を与える。 

なお、総則５別記４に定める「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の対

象となる選手については、次の 2023 年度競技会を経ずに、公益財団法人日本水泳連盟に予備

エントリーをすることができる。 

ア 成年種別対象競技会 

関東・関西選手権 

イ 少年種別対象競技会 

①地域高等学校選手権 ②全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ地域別予選会 

予備エントリー完了後、公益財団法人日本水泳連盟が各都道府県の予備エントリーを集計

し、本大会出場人数を決定する。 

※ 開催県は標準点突破者であれば、前記３の人数枠（４名）内でフルエントリーすること

ができる。 

⑺ 水球のブロック大会及び本大会の参加チームは、都道府県予選会終了後、都道府県体育・ス

ポーツ協会が代表と認めた混成、単独いずれのチームでもよい。 

⑻ オープンウォータースイミングは、2023 年４月１日以降の都道府県水泳連盟（協会）が承

認した、公式競技会または公認競技会において、公益財団法人日本水泳連盟の定める標準記録

を突破した者、または 2022 年４月１日以降、OWS日本選手権、公益財団法人日本水泳連盟認定

競技会、国際大会において５㎞以上の競技に参加し完泳した者は、エントリーをすることがで

きる。 

⑼ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認水泳コー

チ１、公認水泳コーチ２、公認水泳コーチ３、公認水泳コーチ４、または公認水泳教師、公

認水泳上級教師のいずれかの資格を有する者とする。 

 

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合計

とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。 

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

⑴ 競技得点の種類 

ア 種別などに与える競技得点 

水 球（少年男子・女子） 

アーティスティックスイミング（少年女子） 



イ 種目などに与える競技得点 

競 泳（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子） 

飛 込（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子） 

オープンウォータースイミング（男子・女子） 

⑵ 競技得点 

種目 天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

競 

泳 成 年 男 子 

成 年 女 子 

少 年 男 子 

少 年 女 子 

成 年 女 子 

少 年 女 子 

各種目（リレーを含む）とも、１位８点、

２位７点、３位６点、４位５点、５位４点、

６位３点、７位２点、８位１点の競技得点を

与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有

し、次の順位を欠位とする。なお、得点は次

の順位のものを加え、当該都道府県で等分す

る。 

飛 

込 

水 

球 

少 年 男 子 

女     子 
女     子 

１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、４位

25点、５位（４チーム）12.5点の競技得点を

与える。 

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

ス

イ

ミ

ン

グ 

少 年 女 子 少 年 女 子 

１位 24 点、２位 21 点、３位 18 点、４位

15 点、５位 12 点、６位９点、７位６点、８

位３点の競技得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有

し、次の順位を欠位とする。なお、得点は次

の順位のものを加え、当該都道府県で等分す

る。 

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー 

ス

イ

ミ

ン

グ 
男     子 

女     子 
女     子 

１位８点、２位７点、３位６点、４位５

点、５位４点、６位３点、７位２点、８位１

点の競技得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有

し、次の順位を欠位とする。なお、得点は次

の順位のものを加え、当該都道府県で等分す

る。 

⑶ 参加得点 

大会（ブロック大会含む）に参加した都道府県に 10点を与える。ただし、ブロック大会で

本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。 

 

８ 表  彰 

⑴ 男女総合成績及び女子総合成績第１位から第８位までの都道府県に、表彰状を授与する。 

⑵ 男女総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。 

⑶ 各種目（競泳・飛込・オープンウォータースイミング）及び種別（アーティスティックス

イミング）の第１位から第８位までに賞状を授与する。種別（水球）の第１位から第４位及び

第５位４チームに賞状を授与する。種別では、その都道府県名とチーム全員（監督を含む）の

氏名を記載したものを都道府県用に１枚、さらにその都道府県名と当該個人名を記載したもの

をチーム全員に授与する。 



９ 参加申込み方法 

総則８に定めるもののほか、次による。 

⑴ 所定の Webページ（国民体育大会参加申込受システム）へアクセスし、必要項目を入力

の上、所属都道府県体育・スポーツ協会を通じて、2023 年８月 23 日（水）までに申込手

続きを完了すること。 

⑵ 締切期限 2023 年８月 23日（水）以降は所定の Web ページ（国民体育大会参加申込シス

テム）へアクセスできなくなるので、期限を厳守すること。 

⑶ 注意 

ア 選手の氏名等の個人情報は 2023 年度において公益財団法人日本水泳連盟に登録した

情報と同じものであること。 

イ 競泳は、2023 年８月 12 日（土）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財団法

人日本水泳連盟へ監督及び選手を予備エントリーすること。 

予備エントリーの総数が参加人員の定員を超えた場合、公益財団法人日本水泳連盟

は 2023 年８月 14 日（月）までに調整を行い、その結果を各都道府県水泳連盟（協会）

に連絡する。 

ウ 競泳の、リレー申込は４名とする。ただし、競技の際は、同じ種別内の個人種目ま

たは他のリレーに出場する者に交代することができる。 

エ 飛込は、2023 年８月１日（火）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財団法

人日本水泳連盟へ候補選手を予備エントリーすること。 

公益財団法人日本水泳連盟は 2023 年８月４日（金）までに出場人数を決定し、その

結果を各都道府県水泳連盟（協会）に通知する。 

オ 飛込は本大会で、ダイブシート及び計算用紙（規定の用紙）に自分が行おうとする

飛込演技の番号、名称、型、飛板または台の高さ、難易度を記入して、出場する当該

種目の前日 12時から 15時までの間に、飛込プールサイドにある「ダイブシート投かん

箱」に投函すること。 

カ 水球の本大会への申込選手登録番号は、試合におけるメンバー表の番号と同一であ

ること。（GKを№１に、第２の GKは№11 に記載すること。また、キャプテンは備考欄

に「主将」と記載すること。） 

キ アーティスティックスイミングのテクニカルルーティン用紙及びフリールーティン用紙

は、参加申込み（アップロード）と同時に下記(ｲ)に送付する。また、ブロック大会のプロ

グラム及び記録は、下記(ｱ)に送付する。 

使用するＣＤは各自持参する。それぞれの最初に録音し、都道府県名、氏名を記入する。 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ８階 

公益財団法人日本水泳連盟 

TEL 03-6812-9061 FAX 03-6812-9062 

(ｲ) 〒892-8677 鹿児島県鹿児島市山下町11番１号 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会鹿児島市実行委員会事務局 

（鹿児島市観光交流局国体推進部国体競技課競技第二係） 

TEL 099-808-0033 FAX 099-808-0083 

⑷ 参加申込締切 2023 年８月 23 日（水）後の監督および選手変更は、一切認めない。ただし、

疾病、傷害等特別な場合に限り、監督の交代、競泳のリレー種目・水球及びアーティスティッ

クスイミングは選手の交代を認めるものとし、その取り扱いについては次のとおりとする。 



なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、下記への提出後、別途、所定の手続きに

より参加申込情報を修正すること。 

ア 競泳のリレー種目・水球及びアーティスティックスイミングの交代要員は申込み時に登録

をすること。（競泳は各リレー種目１名、水球は４名まで、アーティスティックスイミング

は１名とする） 

イ 競泳及び水球は各加盟団体の定めた都道府県予選会に参加した選手であること。 

ウ 競泳は、予備エントリー時に定められた人数、水球は11名の定員を超えることはできな

い。また、監督者会議以降の変更は認めない。 

エ 提 出 先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ８階 

公益財団法人日本水泳連盟 

TEL 03-6812-9061 FAX 03-6812-9062  

(ｲ) 〒890-8577 鹿児島県鹿児島市鴨池新町10番１号 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局 

（鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局競技式典課競技係） 

TEL 099-286-2855 FAX 099-286-5683 

(ｳ) （競泳・飛込・水球・アーティスティックスイミング） 

    〒892-8677 鹿児島県鹿児島市山下町11番１号 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会鹿児島市実行委員会事務局 

（鹿児島市観光交流局国体推進部国体競技課競技第二係） 

TEL 099-808-0033 FAX 099-808-0083 

(ｴ)（オープンウォータースイミング） 

  〒891-4207 鹿児島県熊毛郡屋久島町小瀬田849番地20 

燃ゆる感動かごしま国体OWS競技屋久島町実行委員会事務局 

TEL 0997-43-5900 FAX 0997-43-5905 

 

10 そ の 他 

⑴ プログラム編成 

（競泳・飛込） 

日 時  2023 年８月 24 日（木）～26日（土） 

場 所  鴨池公園水泳プール 会議室 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目31番３号 

TEL 099-251-1288 FAX 099-808-0021 

⑵ 組合せ抽選会 

（水 球) 

日 時  2023 年８月 27 日（日） 午前 10 時 

場 所  JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 会議室 

〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

TEL 03-6812-9061 FAX 03-6812-9062 

 

 

 



⑶ 出場順の抽選 

（アーティスティックスイミング） 

日 時  2023 年９月 15 日（金） 午後３時 

場 所  鴨池公民館  

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目32番６号 

         TEL 099-252-5756 FAX 099-257-0493 

⑷ 選手番号抽選会 

（オープンウォータースイミング） 

日 時  2023 年９月 17 日（日） 午前 11 時 30 分 

場 所  屋久島離島開発総合センター 

〒891-4205 鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1593番地 

TEL 0997-43-5900 FAX 0997-43-5905  

⑸ 監督者会議 

（競 泳） 

日 時  2023 年９月 21 日（木） 午後３時 

場 所  鴨池公園水泳プール 観客席 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目31番３号 

TEL 099-251-1288 FAX 099-808-0021 

（飛 込） 

日 時  2023 年９月 17 日（日） 午後４時 

場 所  鴨池公民館 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目32番６号 

TEL 099-252-5756 FAX 099-257-0493 

（水 球） 

日 時  2023 年９月 16 日（土） 午後５時 10 分 

場 所  鴨池公民館 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目32番６号 

TEL 099-252-5756 FAX 099-257-0493 

（アーティスティックスイミング） 

日 時  2023 年９月 15 日（金） 抽選会終了後 

場 所  鴨池公民館 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目32番６号 

TEL 099-252-5756 FAX 099-257-0493 

（オープンウォータースイミング） 

日 時  2023 年９月 17 日（日） 抽選会終了後 

場 所  屋久島離島開発総合センター 

〒891-4205 鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1593番地 

TEL 0997-43-5900 FAX 0997-43-5905   

 

 

 

 



⑹ 総合表彰式 

日 時  2023 年９月 24 日（日） 競泳競技終了後 

場 所  鴨池公園水泳プール 

〒890-0063 鹿児島県鹿児島市鴨池２丁目31番３号 

TEL 099-251-1288 FAX 099-808-0021 

⑺ 練習時間については、会場地実行委員会事務局に問い合わせること。 

（競泳・飛込・水球・アーティスティックスイミング） 

〒892-8677 鹿児島県鹿児島市山下町11番１号 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会鹿児島市実行委員会事務局 

（鹿児島市観光交流局国体推進部国体競技課競技第二係） 

TEL 099-808-0033 FAX 099-808-0083 

（オープンウォータースイミング） 

〒891-4207 鹿児島県熊毛郡屋久島町小瀬田849番地20 

燃ゆる感動かごしま国体OWS競技屋久島町実行委員会事務局 

TEL 0997-43-5900 FAX 0997-43-5905 


